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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるユーザ機器のログされた測定を廃棄する方法であって、
　前記方法は、
　ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）連結モードのユーザ機器に
より基地局から測定設定を受信することと、
　前記測定設定を受信すると、前記ユーザ機器により、タイマを開始することと、
　前記タイマの動作中、ＲＲＣアイドルモードの前記ユーザ機器により、前記測定設定に
基づいて測定をログすることと、
　前記タイマが満了すると、前記ユーザ機器により、前記測定設定を除去することと、
　前記タイマの満了から所定の時間間隔の後、前記ユーザ機器により、前記ログしている
測定を除去すること
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記タイマの値は、ロギング区間に対してセッティングされる、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記所定の時間間隔は、４８時間である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記測定設定は、前記タイマの値を含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項５】
　前記測定設定は、測定結果を格納するための周期を指示するロギング周期を含む、請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記タイマが満了すると、前記測定をログすることを中断し、前記ログされた測定を維
持することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザ機器により、前記基地局に、前記ログされた測定の可用性を指示するロギン
グ指示子を送信することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザ機器により、前記基地局から、前記ログされた測定を要求する情報要求を受
信することと、
　前記ユーザ機器により、前記基地局に前記ログされた測定を送る情報応答を送信するこ
とと
　をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ログされた測定は、少なくとも一つのサービングセルの測定結果と時間情報を含む
、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおけるログされた測定を廃棄する装置であって、
　前記装置は、
　無線信号を送信及び受信する無線周波数部と、
　前記無線周波数部と作用可能に連結されるプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　基地局から測定設定を受信することと、
　前記測定設定を受信すると、タイマを開始することと、
　前記タイマの動作中、前記測定設定に基づいて測定をログすることと、
　前記タイマが満了すると、前記測定設定を除去することと、
　前記タイマの満了から所定の時間間隔の後、前記ログしている測定を除去すること
　を実行するように構成される、装置。
【請求項１１】
　前記タイマの値は、ロギング区間に対してセッティングされる、請求項１０に記載の装
置。
【請求項１２】
　前記所定の時間間隔は、４８時間である、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記測定設定は、前記タイマの値を含む、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記タイマが満了すると、前記測定をログすることを中断し、前記
ログされた測定を維持するように構成される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記基地局に、前記ログされた測定の可用性を指示するロギング指
示子を送信するように構成される、請求項１０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるログされた測定
を廃棄する方法及び装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の向上である３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎ
ｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は
、３ＧＰＰリリース（ｒｅｌｅａｓｅ）８に紹介されている。３ＧＰＰ　ＬＴＥは、ダウ
ンリンクでＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）を使用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎ
ｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅａ
ｃｃｅｓｓ）を使用する。最大４個のアンテナを有するＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｉ
ｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）を採用する。最近、３ＧＰＰ　ＬＴＥの進
化である３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）に対する議論が進行中であ
る。
【０００３】
　ＭＤＴ（Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｉｎｇ　Ｔｅｓｔｓ）は、カバレ
ッジ最適化（ｃｏｖｅｒａｇｅ　ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）のために事業者が自動車の
代わりに端末を用いてテストすることである。カバレッジは、基地局の位置、周辺建物の
配置、及びユーザの利用環境によって変わる。従って、事業者は、周期的にドライビング
テスト（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｔｅｓｔ）をすることが必要であり、多くの費用とリソースが
所要される。ＭＤＴは、事業者が端末を用いてカバレッジを測定することである。
【０００４】
　ＭＤＴは、ログされた（ｌｏｇｇｅｄ）ＭＤＴと即時（Ｉｍｍｅｄｉａｔｅ）ＭＤＴと
に分けることができる。ログされたＭＤＴによると、端末がＭＤＴ測定を実行した後、ロ
グされた測定（ｌｏｇｇｅｄ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を特定時点にネットワークに伝
達する。即時ＭＤＴによると、端末は、ＭＤＴ測定を実行した後、報告条件が満たされる
時に測定をネットワークに伝達する。ログされたＭＤＴは、ＲＲＣアイドルモードでＭＤ
Ｔ測定を実行するが、即時ＭＤＴは、ＲＲＣ連結モードでＭＤＴ測定を実行する。
【０００５】
　ログされたＭＤＴ測定の結果であるログされた測定は、実質的に端末には不必要なデー
タということができる。従って、既に格納されているログされた測定を活用しつつ、可用
メモリとサービス品質に影響を与えずに端末がログされた測定を廃棄することができる技
法が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、無線通信システムにおけるログされた測定を廃棄する方法及び装置を提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様で、無線通信システムにおける端末がログされた測定を廃棄する方法が提供され
る。前記方法は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）連結モード
の端末が基地局からＭＤＴ（Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔｓ
）設定を受信するステップ、前記ＭＤＴ設定を受信して有効性タイマを開始するステップ
、前記有効性タイマが動作中、ＲＲＣアイドルモードの端末がログされた測定を集めるた
めに前記ＭＤＴ設定に基づいて測定をロギングするステップ、前記有効性タイマが満了さ
れる時、前記ＭＤＴ設定を廃棄して保存タイマを開始するステップ、及び前記保存タイマ
が満了される時、前記ログされた測定を廃棄するステップを含む。
【０００８】
　前記保存タイマの値は、固定される。
【０００９】
　前記保存タイマの値は、４８時間である。
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【００１０】
　前記ＭＤＴ設定は、前記有効性タイマの値を含む。
【００１１】
　前記ＭＤＴ測定は、測定結果を格納するための周期を指示するロギング周期を含む。
【００１２】
　前記方法は、前記有効性タイマが満了される時、前記測定をログすることを中断し、前
記ログされた測定を維持するステップをさらに含む。
【００１３】
　前記方法は、前記端末が前記基地局に前記ログされた測定の可用性を指示するロギング
指示子を送信するステップをさらに含む。
【００１４】
　前記方法は、前記端末が前記基地局から前記ログされた測定を要求する情報要求を受信
するステップ、及び前記端末が前記基地局に前記ログされた測定を送る情報応答を送信す
るステップをさらに含む。
【００１５】
　前記ログされた測定は、少なくとも一つのサービングセルの測定結果と時間情報を含む
。
【００１６】
　他の態様で、無線通信システムにおけるログされた測定を廃棄する装置が提供される。
前記装置は、無線信号を送信及び受信するＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部、
及び前記ＲＦ部と連結されるプロセッサを含み、前記プロセッサは、基地局からＭＤＴ（
Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔｓ）設定を受信し、前記ＭＤＴ
設定を受信して有効性タイマを開始し、前記有効性タイマが動作中、ログされた測定を集
めるために前記ＭＤＴ設定に基づいて測定をロギングし、前記有効性タイマが満了される
時、前記ＭＤＴ設定を廃棄して保存タイマを開始し、及び前記保存タイマが満了される時
、前記ログされた測定を廃棄する。
　本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおける端末がログされた測定を廃棄する方法において、
　ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）連結モードの端末が基地局
からＭＤＴ（Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔｓ）設定を受信す
るステップ；
　前記ＭＤＴ設定を受信して有効性タイマを開始するステップ；
　前記有効性タイマが動作中、ＲＲＣアイドルモードの端末がログされた測定を集めるた
めに前記ＭＤＴ設定に基づいて測定をロギングするステップ；
　前記有効性タイマが満了される時、前記ＭＤＴ設定を廃棄して保存タイマを開始するス
テップ；及び、
　前記保存タイマが満了される時、前記ログされた測定を廃棄するステップ；
　を含むことを特徴とする方法。
（項目２）
　前記保存タイマの値は、固定されることを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記保存タイマの値は、４８時間であることを特徴とする項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記ＭＤＴ設定は、前記有効性タイマの値を含むことを特徴とする項目１に記載の方法
。
（項目５）
　前記ＭＤＴ測定は、測定結果を格納するための周期を指示するロギング周期を含むこと
を特徴とする項目４に記載の方法。
（項目６）
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　前記有効性タイマが満了される時、前記測定をログすることを中断し、前記ログされた
測定を維持するステップをさらに含むことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目７）
　前記端末が前記基地局に前記ログされた測定の可用性を指示するロギング指示子を送信
するステップをさらに含むことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目８）
　前記端末が前記基地局から前記ログされた測定を要求する情報要求を受信するステップ
；及び、前記端末が前記基地局に前記ログされた測定を送る情報応答を送信するステップ
；をさらに含むことを特徴とする項目７に記載の方法。
（項目９）
　前記ログされた測定は、少なくとも一つのサービングセルの測定結果と時間情報を含む
ことを特徴とする項目８に記載の方法。
（項目１０）
　無線通信システムにおけるログされた測定を廃棄する装置において、
　無線信号を送信及び受信するＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部；及び、
　前記ＲＦ部と連結されるプロセッサ；を含み、
　前記プロセッサは、
　基地局からＭＤＴ（Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔｓ）設定
を受信し、
　前記ＭＤＴ設定を受信して有効性タイマを開始し、
　前記有効性タイマが動作中、ログされた測定を集めるために前記ＭＤＴ設定に基づいて
測定をロギングし、
　前記有効性タイマが満了される時、前記ＭＤＴ設定を廃棄して保存タイマを開始し、及
び
　前記保存タイマが満了される時、前記ログされた測定を廃棄することを特徴とする装置
。
（項目１１）
　前記保存タイマの値は、固定されることを特徴とする項目１０に記載の装置。
（項目１２）
　前記保存タイマの値は、４８時間であることを特徴とする項目１１に記載の装置。
（項目１３）
　前記ＭＤＴ設定は、前記有効性タイマの値を含むことを特徴とする項目１０に記載の装
置。
（項目１４）
　前記プロセッサは、前記有効性タイマが満了される時、前記測定をログすることを中断
し、前記ログされた測定を維持することを特徴とする項目１０に記載の装置。
（項目１５）
　前記プロセッサは、前記保存タイマが動作中、前記基地局に前記ログされた測定の可用
性を指示するロギング指示子を送信することを特徴とする項目１０に記載の装置。
【発明の効果】
【００１７】
　ＭＤＴ設定とＭＤＴ測定を２ステップに分けて廃棄することによって、ＭＤＴをサポー
トしないネットワークで端末がＭＤＴ測定を無制限実行し続けることを防止し、既測定さ
れた結果を報告することができる機会を確保することができる。ＭＤＴ測定による端末の
バッテリ消耗を減らし、端末のメモリをより効率的に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明が適用される無線通信システムを示す。
【図２】ユーザ平面に対する無線プロトコル構造を示すブロック図である。
【図３】制御平面に対する無線プロトコル構造を示すブロック図である。
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【図４】アイドルモードで端末のセル選択過程を示す例示図である。
【図５】ＲＲＣ連結を確立する過程を示す流れ図である。
【図６】ＲＲＣ連結再設定過程を示す流れ図である。
【図７】端末情報を報告する過程を示す流れ図である。
【図８】ＭＤＴを実行する過程を示す。
【図９】本発明の一実施例に係るログされた測定を廃棄する方法を示す流れ図である。
【図１０】本発明の一実施例に係るログされた測定を廃棄及び報告する方法を示す流れ図
である。
【図１１】本発明の実施例が具現される無線装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１は、本発明が適用される無線通信システムを示す。これはＥ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、またはＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）／ＬＴＥ－Ａシステ
ムと呼ばれることもある。
【００２０】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）１０に制御平面（ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｐｌａｎｅ）とユーザ平面（ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）を提供する基地局（
Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＢＳ）２０を含む。端末１０は、固定されたり移動性を有す
ることができ、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＵＴ（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎ
ａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＴ（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒ
ｍｉｎａｌ）、無線機器（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ばれるこ
ともある。基地局２０は、端末１０と通信する固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）を
意味し、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉ
ｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等、他の用語
で呼ばれることもある。
【００２１】
　基地局２０は、Ｘ２インターフェースを介して互いに連結されることができる。基地局
２０は、Ｓ１インターフェースを介してＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒ
ｅ）３０、より詳しくは、Ｓ１－ＭＭＥを介してＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）とＳ１－Ｕを介してＳ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｇａｔｅｗ
ａｙ）と連結される。
【００２２】
　ＥＰＣ３０は、ＭＭＥ、Ｓ－ＧＷ、及びＰ－ＧＷ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ－Ｇａｔｅｗａｙ）で構成される。ＭＭＥは、端末の接続情報や端末の能力に対す
る情報を有しており、このような情報は、端末の移動性管理に主に使われる。Ｓ－ＧＷは
、Ｅ－ＵＴＲＡＮを終端点にするゲートウェイであり、Ｐ－ＧＷは、ＰＤＮを終端点にす
るゲートウェイである。
【００２３】
　端末とネットワークとの間の無線インターフェースプロトコル（Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の階層は、通信システムで広く知られた開放型システム
間相互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ；ＯＳＩ）基準
モデルの下位３個階層に基づいてＬ１（第１の階層）、Ｌ２（第２の階層）、Ｌ３（第３
の階層）に区分されることができ、このうち、第１の階層に属する物理階層は、物理チャ
ネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いた情報送信サービス（Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供し、第３の階層に位置するＲＲＣ
（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層は、端末とネットワークとの間
に無線リソースを制御する役割を遂行する。このために、ＲＲＣ階層は、端末と基地局と
の間のＲＲＣメッセージを交換する。
【００２４】
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　図２は、ユーザ平面（ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）に対する無線プロトコル構造（ｒａｄｉ
ｏ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）を示すブロック図である。図３は、
制御平面（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｌａｎｅ）に対する無線プロトコル構造を示すブロック図
である。データ平面は、ユーザデータ送信のためのプロトコルスタック（ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　ｓｔａｃｋ）であり、制御平面は、制御信号送信のためのプロトコルスタックである
。
【００２５】
　図２及び図３を参照すると、物理階層（ＰＨＹ（ｐｈｙｓｉｃａｌ）　ｌａｙｅｒ）は
、物理チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を用いて上位階層に情報送信サー
ビス（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供する。物理
階層は、上位階層であるＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層と
はトランスポートチャネル（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して連結されて
いる。トランスポートチャネルを介してＭＡＣ階層と物理階層との間にデータが移動する
。トランスポートチャネルは、無線インターフェースを介してデータがどのように、どの
ような特徴に送信されるかによって分類される。
【００２６】
　互いに異なる物理階層間、即ち、送信機と受信機の物理階層間は、物理チャネルを介し
てデータが移動する。前記物理チャネルは、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式に変調されることがで
き、時間と周波数を無線リソースとして活用する。
【００２７】
　ＭＡＣ階層の機能は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマッピング及び
論理チャネルに属するＭＡＣ　ＳＤＵ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）のトラン
スポートチャネル上に物理チャネルに提供されるトランスポートブロック（ｔｒａｎｓｐ
ｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ）への多重化／逆多重化を含む。ＭＡＣ階層は、論理チャネルを介し
てＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層にサービスを提供する。
【００２８】
　ＲＬＣ階層の機能は、ＲＬＣ　ＳＤＵの連結（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｉｏｎ）、分割（
ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）、及び再結合（ｒｅａｓｓｅｍｂｌｙ）を含む。無線ベアラ
（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ；ＲＢ）が要求する多様なＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ）を保障するために、ＲＬＣ階層は、透明モード（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎ
ｔ　Ｍｏｄｅ；ＴＭ）、非確認モード（Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ；ＵＭ
）、及び確認モード（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ；ＡＭ）の３つの動作モード
を提供する。ＡＭ　ＲＬＣは、ＡＲＱ（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅ
ｓｔ）を介してエラー訂正を提供する。
【００２９】
　ユーザ平面でのＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ）階層の機能は、ユーザデータの伝達、ヘッダ圧縮（ｈｅａｄｅｒ　ｃｏｍｐ
ｒｅｓｓｉｏｎ）、及び暗号化（ｃｉｐｈｅｒｉｎｇ）を含む。ユーザ平面でのＰＤＣＰ
（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）階層の機能は
、制御平面データの伝達及び暗号化／安全性報号（ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ　ｐｒｏｔｅｃｔ
ｉｏｎ）を含む。
【００３０】
　ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層は、制御平面でのみ定
義される。ＲＲＣ階層は、無線ベアラの設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、再設定（
ｒｅ－ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、及び解除（ｒｅｌｅａｓｅ）と関連し、論理チャ
ネル、トランスポートチャネル、及び物理チャネルの制御を担当する。ＲＢは。端末とネ
ットワークとの間のデータ伝達のために、第１の階層（ＰＨＹ階層）及び第２の階層（Ｍ
ＡＣ階層、ＲＬＣ階層、ＰＤＣＰ階層）により提供される論理的経路を意味する。
【００３１】
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　ＲＢが設定されるということは、特定サービスを提供するために、無線プロトコル階層
及びチャネルの特性を規定し、各々の具体的なパラメータ及び動作方法を設定する過程を
意味する。また、ＲＢは、ＳＲＢ（Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ＲＢ）とＤＲＢ（Ｄａｔａ　Ｒ
Ｂ）の２つに分けられることができる。ＳＲＢは、制御平面でＲＲＣメッセージを送信す
る通路として使われ、ＤＲＢは、ユーザ平面でユーザデータを送信する通路として使われ
る。
【００３２】
　端末のＲＲＣ階層とＥ－ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層との間にＲＲＣ連結（ＲＲＣ　Ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ）が確立されると、端末は、ＲＲＣ連結（ＲＲＣ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ）
状態にあるようになり、そうでない場合、ＲＲＣアイドル（ＲＲＣ　ｉｄｌｅ）状態にあ
るようになる。
【００３３】
　ネットワークから端末にデータを送信するダウンリンクトランスポートチャネルには、
システム情報を送信するＢＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ユーザトラ
フィックや制御メッセージを送信するダウンリンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）がある。ダウンリンクマルチキャストまたはブロードキャストサービスのトラフィッ
クまたは制御メッセージの場合、ダウンリンクＳＣＨを介して送信されることもでき、ま
たは、別途のダウンリンクＭＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して送信
されることができる。一方、端末からネットワークにデータを送信するアップリンクトラ
ンスポートチャネルには、初期制御メッセージを送信するＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、ユーザトラフィックや制御メッセージを送信するアップ
リンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）がある。
【００３４】
　トランスポートチャネルの上位にあり、トランスポートチャネルにマッピングされる論
理チャネル（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）には、ＢＣＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＣＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＣＣＨ（
Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＴＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓ
ｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などがある。
【００３５】
　物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、時間領域で複数個のＯＦＤＭ
シンボルと周波数領域で複数個の副搬送波（Ｓｕｂ－ｃａｒｒｉｅｒ）で構成される。一
つのサブフレーム（Ｓｕｂ－ｆｒａｍｅ）は、時間領域で複数のＯＦＤＭシンボル（Ｓｙ
ｍｂｏｌ）で構成される。リソースブロックは、リソース割当単位であり、複数のＯＦＤ
Ｍシンボルと複数の副搬送波（ｓｕｂ－ｃａｒｒｉｅｒ）で構成される。また、各サブフ
レームは、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、即ち、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのために該当サブフレームの特定ＯＦＤＭシ
ンボル（例えば、１番目のＯＦＤＭシンボル）の特定副搬送波を用いることができる。Ｔ
ＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）は、サブフレーム送信
の単位時間である。
【００３６】
　以下、端末のＲＲＣ状態（ＲＲＣ　ｓｔａｔｅ）とＲＲＣ連結方法に対して詳述する。
【００３７】
　ＲＲＣ状態とは、端末のＲＲＣ階層がＥ－ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層と論理的連結（ｌｏ
ｇｉｃａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）されているか否かを意味し、連結されている場合は
ＲＲＣ連結状態と呼び、連結されていない場合はＲＲＣアイドル状態と呼ぶ。ＲＲＣ連結
状態の端末は、ＲＲＣ連結が存在するため、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、該当端末の存在をセル単
位で把握することができ、従って、端末を効果的に制御することができる。反面に、ＲＲ
Ｃアイドル状態の端末は、Ｅ－ＵＴＲＡＮが把握することができず、セルより大きい地域
単位であるトラッキング区域（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ）単位にＣＮ（ｃｏｒｅ　ｎ
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ｅｔｗｒｏｋ）が管理する。即ち、ＲＲＣアイドル状態の端末は、大きい地域単位に存在
可否のみが把握され、音声やデータのような通常の移動通信サービスを受けるためにはＲ
ＲＣ連結状態に移動しなければならない。
【００３８】
　ユーザが端末の電源をオンした時、端末は、まず、適切なセルを探索した後、該当セル
でＲＲＣアイドル状態のままでいる。ＲＲＣアイドル状態の端末はねＲＲＣ連結を確立す
る必要がある時になって始めてＲＲＣ連結過程（ＲＲＣ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｐｒｏ
ｃｅｄｕｒｅ）を介してＥ－ＵＴＲＡＮとＲＲＣ連結を確立し、ＲＲＣ連結状態に遷移す
る。ＲＲＣアイドル状態にあった端末がＲＲＣ連結を確立する必要がある場合は多様であ
るが、例えば、ユーザの通話試みなどの理由でアップリンクデータ送信が必要であり、或
いはＥ－ＵＴＲＡＮからページング（ｐａｇｉｎｇ）メッセージを受信した場合、これに
対する応答メッセージ送信などを挙げることができる。
【００３９】
　ＲＲＣ階層の上位に位置するＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）階層は
、連結管理（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）と移動性管理（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ
　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）などの機能を遂行する。
【００４０】
　ＮＡＳ階層で端末の移動性を管理するためにＥＭＭ－ＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ（ＥＰＳ　
Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ－ＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ）及びＥＭＭ－ＤＥＲ
ＥＧＩＳＴＥＲＥＤの２つの状態が定義されており、この２つの状態は、端末とＭＭＥに
適用される。初期端末は、ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ状態であり、この端末がネ
ットワークに接続するために、初期連結（Ｉｎｉｔｉａｌ　Ａｔｔａｃｈ）手順を介して
該当ネットワークに登録する過程を実行する。前記連結（Ａｔｔａｃｈ）手順が成功的に
遂行されると、端末及びＭＭＥはＥＭＭ－ＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ状態になる。
【００４１】
　端末とＥＰＣとの間のシグナリング連結（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
）を管理するために、ＥＣＭ（ＥＰＳ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）
－ＩＤＬＥ状態及びＥＣＭ－ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態の２つの状態が定義されており、こ
の２つの状態は、端末及びＭＭＥに適用される。ＥＣＭ－ＩＤＬＥ状態の端末がＥ－ＵＴ
ＲＡＮとＲＲＣ連結を確立すると、該当端末はＥＣＭ－ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態になる。
ＥＣＭ－ＩＤＬＥ状態にあるＭＭＥは、Ｅ－ＵＴＲＡＮとＳ１連結（Ｓ１　ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ）をすると、ＥＣＭ－ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態になる。端末がＥＣＭ－ＩＤＬＥ
状態にある時、Ｅ－ＵＴＲＡＮは端末の背景（ｃｏｎｔｅｘｔ）情報を有していない。従
って、ＥＣＭ－ＩＤＬＥ状態の端末は、ネットワークの命令を受ける必要無しにセル選択
（ｃｅｌｌ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）またはセル再選択（ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）のよう
な端末ベースの移動性関連手順を実行する。反面、端末がＥＣＭ－ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状
態にある時、端末の移動性はネットワークの命令により管理される。ＥＣＭ－ＩＤＬＥ状
態で端末の位置がネットワークが知っている位置と異なる場合、端末は、トラッキング区
域更新（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｕｐｄａｔｅ）手順を介してネットワークに端末
の該当位置を知らせる。
【００４２】
　以下、システム情報（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する説明である。
【００４３】
　システム情報は、端末が基地局に接続するために知らなければならない必須情報を含む
。従って、端末は、基地局に接続する前にシステム情報の全てを受信しなければならず、
また、常に最新システム情報を有していなければならない。また、前記システム情報は、
一セル内の全ての端末が知らなければならない情報であるため、基地局は周期的に前記シ
ステム情報を送信する。
【００４４】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　Ｖ８．７．０（２００９－０９）“Ｒａｄｉｏ　Ｒｅ
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ｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＲＲＣ）；Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ（Ｒｅｌｅａｓｅ　８）”の５．２．２節によると、前記システム情報は、ＭＩＢ（
Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）、ＳＢ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　
Ｂｌｏｃｋ）、及びＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）に分
けられる。ＭＩＢは、端末が該当セルの物理的構成、例えば、帯域幅（Ｂａｎｄｗｉｄｔ
ｈ）などを知ることができるようにする。ＳＢは、ＳＩＢの送信情報、例えば、送信周期
などを知らせる。ＳＩＢは、互いに関連あるシステム情報の集合体である。例えば、一つ
のＳＩＢは、周辺のセルの情報のみを含み、他のＳＩＢは、端末が使用するアップリンク
無線チャネルの情報のみを含む。
【００４５】
　一般的に、ネットワークが端末に提供するサービスは、以下のように３つのタイプに区
分することができる。また、どのようなサービスの提供を受けることができるかによって
、端末はセルのタイプも異なるように認識する。以下、サービスタイプを叙述した後、セ
ルのタイプを叙述する。
【００４６】
　１）制約的サービス（Ｌｉｍｉｔｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ）：このサービスは、緊急呼び
出し（Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ　ｃａｌｌ）及び災害警報システム（Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ　
ａｎｄ　Ｔｓｕｎａｍｉ　Ｗａｒｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＥＴＷＳ）を提供し、受容可
能セル（ａｃｃｅｐｔａｂｌｅ　ｃｅｌｌ）で提供することができる。
【００４７】
　２）正規サービス（Ｎｏｒｍａｌ　ｓｅｒｖｉｃｅ）：このサービスは、一般的用途の
汎用サービス（ｐｕｂｌｉｃ　ｕｓｅ）を意味し、正規セル（ｓｕｉｔａｂｌｅ　ｏｒ　
ｎｏｒｍａｌ　ｃｅｌｌ）で提供することができる。
【００４８】
　３）事業者サービス（Ｏｐｅｒａｔｏｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ）：このサービスは、ネット
ワークサービス業者のためのサービスを意味し、このセルは、ネットワークサービス業者
のみが使用することができ、一般ユーザは使用することができない。
【００４９】
　セルが提供するサービスタイプと関連して、セルのタイプは、以下のように区分される
ことができる。
【００５０】
　１）受容可能セル（Ａｃｃｅｐｔａｂｌｅ　ｃｅｌｌ）：端末が制限された（Ｌｉｍｉ
ｔｅｄ）サービスの提供を受けることができるセル。このセルは、該当端末立場で、禁止
（ｂａｒｒｅｄ）されておらず、端末のセル選択基準を満たすセルである。
【００５１】
　２）正規セル（Ｓｕｉｔａｂｌｅ　ｃｅｌｌ）：端末が正規サービスの提供を受けるこ
とができるセル。このセルは、受容可能セルの条件を満たし、同時に追加条件を満たす。
追加的な条件では、このセルが該当端末が接続することができるＰＬＭＮ所属でなければ
ならず、端末のトラッキング区域（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ）更新手順の実行が禁止
されないセルでなければならない。該当セルがＣＳＧセルであるとすると、端末がこのセ
ルにＣＳＧメンバーとして接続が可能なセルでなければならない。
【００５２】
　３）禁止されたセル（Ｂａｒｒｅｄ　ｃｅｌｌ）：セルがシステム情報を介して禁止さ
れたセルという情報をブロードキャストするセルである。
【００５３】
　４）予約されたセル（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ　ｃｅｌｌ）：セルがシステム情報を介して予
約されたセルという情報をブロードキャストするセルである。
【００５４】
　図４は、アイドルモードで端末のセル選択過程を示す例示図である。
【００５５】



(11) JP 5640098 B2 2014.12.10

10

20

30

40

50

　端末は、サービスを受けようとするＰＬＭＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ）とＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）を選
択する（Ｓ４１０）。ＰＬＭＮとＲＡＴは、端末のユーザが選択をすることもでき、ＵＳ
ＩＭに格納されていることを使用することもできる。
【００５６】
　前記端末は、測定した基地局と信号強度や品質が特定値より大きいセルの中から、一番
大きい値を有するセルを選択する（Ｓ４２０）。また、前記基地局が周期的に送るシステ
ム情報を受信する。前記特定値は、データ送／受信での物理的信号に対する品質の保証を
受けるためにシステムで定義された値を意味する。従って、適用されるＲＡＴによってそ
の値は異なる。
【００５７】
　前記端末は、ネットワーク登録が必要の場合、ネットワークからサービス（例：ページ
ング（Ｐａｇｉｎｇ））を受けるために自身の情報（例：ＩＭＳＩ）を登録する（Ｓ４３
０、Ｓ４４０）。端末は、セルを選択するたびに接続するネットワークに登録をするもの
ではない。例えば、登録するネットワークのシステム情報（例：トラッキング区域識別子
（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ；ＴＡＩ））と自身が知っているネッ
トワークの情報が異なる場合にネットワークに登録をする。
【００５８】
　前記端末は、サービスを受けている前記基地局から測定した信号の強度や品質の値が隣
接するセルの基地局から測定した値より低い場合、前記端末が接続した前記基地局のセル
よりよい信号特性を提供する他のセルのうち一つを選択する（Ｓ４５０）。この過程を前
記ステップＳ４２０の初期セル選択（Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｅｌｌ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）
と区分してセル再選択（Ｃｅｌｌ　Ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）という。この時、信号特性
の変化によって頻繁にセルが再選択されることを防止するために時間的な制約条件をおく
こともできる。
【００５９】
　以下、端末がセルを選択する手順に対して詳細に説明する。
【００６０】
　電源がオンされたり、セル状態のままでいる時、端末は適切な品質のセルを選択／再選
択してサービスを受けるための手順を実行する。
【００６１】
　ＲＲＣアイドル状態の端末は、常に適切な品質のセルを選択し、このセルを介してサー
ビスの提供を受けるための準備をしなければならない。例えば、電源がオンされた端末は
、ネットワークに登録をするために適切な品質のセルを選択しなければならない。ＲＲＣ
連結状態にあった前記端末がＲＲＣアイドル状態に進入すると、前記端末は、ＲＲＣアイ
ドル状態のままでいるセルを選択しなければならない。このように、前記端末がＲＲＣア
イドル状態のようなサービス待機状態のままでいるために、どのような条件を満たすセル
を選択する過程をセル選択（Ｃｅｌ　ｌＳｅｌｅｃｔｉｏｎ）という。重要な点は、前記
セル選択は、前記端末が前記ＲＲＣアイドル状態のままでいるセルを現在決定することが
できない状態で実行するため、可能な速かにセルを選択することが何より重要である。従
って、一定基準以上の無線信号品質を提供するセルの場合、たとえ、このセルが端末に最
もよい無線信号品質を提供するセルでないとしても、端末のセル選択過程で選択されるこ
とができる。
【００６２】
　以下、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０４　Ｖ８．５．０（２００９－０３）“Ｕｓｅｒ　
Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　（ＵＥ）　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　ｉｎ　ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ（Ｒ
ｅｌｅａｓｅ　８）”を参照し、３ＧＰＰ　ＬＴＥで端末がセルを選択する方法及び手順
に対して詳述する。
【００６３】
　端末は、初期に電源がオンされると、使用可能なＰＬＭＮを検索し、サービスを受ける
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ことができる適切なＰＬＭＮを選択する。次に、選択したＰＬＭＮが提供するセルの中か
ら前記端末が適切なサービスの提供を受けることができる信号品質と特性を有するセルを
選択する。
【００６４】
　セル選択過程は、大きく、２つに分けられる。
【００６５】
　一つの過程は、初期セル選択過程として、この過程では前記端末が無線チャネルに対す
る事前情報がない。従って、前記端末は、適切なセルを探すために全ての無線チャネルを
検索する。各チャネルで前記端末は最も強いセルを探す。以後、前記端末がセル選択基準
を満たす適切な（ｓｕｉｔａｂｌｅ）セルを探すと、該当セルを選択する。
【００６６】
　他の過程は、格納された情報を活用するセル選択過程として、この過程では無線チャネ
ルに対して前記端末に格納されている情報を活用したり、セルでブロードキャストしてい
る情報を活用してセル選択をする。従って、初期セル選択過程に比べてセル選択が迅速で
ある。前記端末がセル選択基準を満たすセルを探すと、該当セルを選択する。もし、この
過程を介してセル選択基準を満たす適切な（ｓｕｉｔａｂｌｅ）セルを探すことができな
い場合、前記端末は初期セル選択過程を実行する。
【００６７】
　前記セル選択過程で前記端末が使用するセル選択基準は、次の数式１の通りである。
【００６８】
【数１】

　ここで、Ｓｒｘｌｅｖ＝Ｑｒｘｌｅｖｍｅａｓ－（Ｑｒｘｌｅｖｍｉｎ＋Ｑｒｘｌｅｖ
ｍｉｎｏｆｆｓｅｔ）＋Ｐｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎである。Ｑｒｘｌｅｖｍｅａｓは測
定されたセルの受信レベル（ＲＳＲＰ）、Ｑｒｘｌｅｖｍｉｎはセルでの最小必要受信レ
ベル（ｄＢｍ）、ＱｒｘｌｅｖｍｉｎｏｆｆｓｅｔはＱｒｘｌｅｖｍｉｎに対するオフセ
ット（ｏｆｆｓｅｔ）、Ｐｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ＝ｍａｘ（ＰＥＭＡＸ－ＰＵＭＡＸ

，０）（ｄＢ）、ＰＥＭＡＸは端末が該当セルで送信してもよい最大送信電力（ｄＢｍ）
、ＰＵＭＡＸは端末の性能による端末無線送信部（ＲＦ）の最大送信電力（ｄＢｍ）であ
る。
【００６９】
　前記数式１で、端末は、測定した信号の強度と品質がサービスを提供するセルが定めた
特定値より大きいセルを選択するということを知ることができる。また、前記数式１で使
われるパラメータはシステム情報を介してブロードキャストされ、前記端末はこのパラメ
ータ値を受信してセル選択基準に使用する。
【００７０】
　セル選択基準を満たすセルを前記端末が選択すると、前記端末は、該当セルのシステム
情報から該当セルで前記端末のＲＲＣアイドル状態動作に必要な情報を受信する。前記端
末がＲＲＣアイドル状態動作に必要な全ての情報を受信した後、ネットワークにサービス
を要求（例：Ｏｒｉｇｉｎａｔｉｎｇ　Ｃａｌｌ）したり、ネットワークからサービス（
例：Ｔｅｒｍｉｎａｔｉｎｇ　Ｃａｌｌ）を受けるためにアイドルモードで待機する。
【００７１】
　前記端末がセル選択過程を介してあるセルを選択した以後、端末の移動性または無線環
境の変化などにより端末と基地局との間の信号の強度や品質が変わることができる。従っ
て、もし、選択したセルの品質が低下される場合、端末は一層よい品質を提供する他のセ
ルを選択することができる。このようにセルを再選択する場合、一般的に現在選択された
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セルよりよい信号品質を提供するセルを選択する。このような過程をセル再選択（Ｃｅｌ
ｌ　Ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）という。前記セル再選択過程は、無線信号の品質観点で、
一般的に端末に最もよい品質を提供するセルを選択することに基本的な目的がある。
【００７２】
　無線信号の品質観点以外に、ネットワークは、周波数別に優先順位を決定して端末に知
らせることができる。このような優先順位を受信した端末は、セル再選択過程でこの優先
順位を無線信号品質基準より優先的に考慮するようになる。
【００７３】
　前記のように無線環境の信号特性によってセルを選択または再選択する方法があり、セ
ル再選択において、再選択のためのセルを選択する時、セルのＲＡＴと周波数（ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ）特性によって次のようなセル再選択方法がある。
【００７４】
　－Ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセル再選択：端末がキャンプ（ｃａｍｐ）中である
セルと同じＲＡＴ及び同じ中心周波数（ｃｅｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）を有するセ
ルを再選択
　－Ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセル再選択：端末がキャンプ中であるセルと同じＲ
ＡＴ及び異なる中心周波数を有するセルを再選択
　－Ｉｎｔｅｒ－ＲＡＴセル再選択：端末がキャンプ中であるＲＡＴと異なるＲＡＴを使
用するセルを再選択
　セル再選択過程の原則は、次の通りである。
【００７５】
　第一、端末は、セル再選択のためにサービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）及び
周辺セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒｉｎｇ　ｃｅｌｌ）の品質を測定する。
【００７６】
　第二、セル再選択は、セル再選択基準に基づいて実行される。セル再選択基準は、サー
ビングセル及び周辺セル測定に関連して以下のような特性を有している。
【００７７】
　Ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセル再選択は、基本的にランキング（ｒａｎｋｉｎｇ
）に基づく。ランキングとは、セル再選択評価のための指標値を定義し、この指標値を用
いてセルを指標値の大きさ順に順序を定める作業である。最もよい指標を有するセルを一
般的にｂｅｓｔ　ｒａｎｋｅｄ　ｃｅｌｌと呼ぶ。セル指標値は、端末が該当セルに対し
て測定した値を基本であり、必要によって周波数オフセットまたはセルオフセットを適用
した値である。
【００７８】
　Ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセル再選択は、ネットワークにより提供された周波数
優先順位に基づく。端末は、最も高い周波数優先順位を有する周波数状態のままでいる（
ｃａｍｐｏｎ）ように試みる。ネットワークは、ブロードキャストシグナリング（ｂｒｏ
ａｄｃａｓｔ　ｓｉｇｎｌｉｎｇ）を介してセル内の端末が共通的に適用するまたは周波
数優先順位を提供したり、端末別シグナリング（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｉｇｎａｌｉｎ
ｇ）を介して端末別に各々周波数別優先順位を提供することができる。
【００７９】
　Ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセル再選択のために、ネットワークは、端末にセル再
選択に使われるパラメータ（例えば、周波数別オフセット（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｓｐｅ
ｃｉｆｉｃ　ｏｆｆｓｅｔ））を周波数別に提供することができる。
【００８０】
　Ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセル再選択またはｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセ
ル再選択のために、ネットワークは、端末にセル再選択に使われる周辺セルリスト（Ｎｅ
ｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　Ｃｅｌｌ　Ｌｉｓｔ；ＮＣＬ）を端末に提供することができる。
このＮＣＬは、セル再選択に使われるセル別パラメータ（例えば、セル別オフセット（ｃ
ｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｏｆｆｓｅｔ））を含む。
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【００８１】
　Ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙまたはｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙセル再選択の
ために、ネットワークは、端末にセル再選択に使われるセル再選択禁止リスト（ｂｌａｃ
ｋ　ｌｉｓｔ）を端末に提供することができる。禁止リストに含まれたセルに対し、端末
は、セル再選択を実行しない。
【００８２】
　次に、セル再選択評価過程で実行するランキングに対して説明する。
【００８３】
　セルの優先順位を定める時に使われるランキング指標（ｒａｎｋｉｎｇ　ｃｒｉｔｅｒ
ｉｏｎ）は、数式２のように定義される。
【００８４】
【数２】

　ここで、Ｒｓはサービングセルのランキング指標、Ｒｎは周辺セルのランキング指標、
Ｑｍｅａｓ，ｓは端末がサービングセルに対して測定した品質値、Ｑｍｅａｓ，ｎは端末
が周辺セルに対して測定した品質値、Ｑｈｙｓｔはランキングのためのヒステリシス（ｈ
ｙｓｔｅｒｅｓｉｓ）値、Ｑｏｆｆｓｅｔは２つのセル間のオフセットである。
【００８５】
　Ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙで、端末がサービングセルと周辺セルとの間のオフセ
ット（Ｑｏｆｆｓｅｔｓ，ｎ）を受信した場合、Ｑｆｆｏｓｅｔ＝Ｑｏｆｆｓｅｔｓ，ｎ
であり、端末がＱｏｆｆｓｅｔｓ，ｎを受信しない場合、Ｑｏｆｆｓｅｔ＝０である。
【００８６】
　Ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙで、端末が該当セルに対するオフセット（Ｑｏｆｆｓ
ｅｔｓ，ｎ）を受信した場合、Ｑｏｆｆｓｅｔ＝Ｑｏｆｆｓｅｔｓ，ｎ＋Ｑｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙであり、端末がＱｏｆｆｓｅｔｓ，ｎを受信しない場合、Ｑｏｆｆｓｅｔ＝Ｑｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙである。
【００８７】
　サービングセルのランキング指標（Ｒｓ）と周辺セルのランキング指標（Ｒｎ）が互い
に類似する状態で変動すると、変動結果ランキング順位が頻繁に変わって端末が２つのセ
ルを交互に再選択をすることができる。Ｑｈｙｓｔは、セル再選択でヒステリシスを与え
、端末が２つのセルを交互に再選択することを防止のためのパラメータである。
【００８８】
　端末は、前記式によってサービングセルのＲｓ及び周辺セルのＲｎを測定し、ランキン
グ指標値が一番大きい値を有するセルをｂｅｓｔ　ｒａｎｋｅｄセルと見なし、このセル
を再選択する。
【００８９】
　前記基準によると、セルの品質がセル再選択から最も主要な基準として作用することを
確認することができる。もし、再選択したセルが正規セル（ｓｕｉｔａｂｌｅ　ｃｅｌｌ
）でない場合、端末は該当周波数または該当セルをセル再選択対象から除外する。
【００９０】
　図５は、ＲＲＣ連結を確立する過程を示す流れ図である。
【００９１】
　端末はＲＲＣ連結を要求するＲＲＣ連結要求（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔ）メッセージをネットワークに送る（Ｓ５１０）。ネットワークは、ＲＲＣ連結
要求に対する応答としてＲＲＣ連結セットアップ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅ
ｔｕｐ）メッセージを送る（Ｓ５２０）。ＲＣ連結セットアップメッセージを受信した後
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、端末は、ＲＲＣ連結モードに進入する。
【００９２】
　端末は、ＲＲＣ連結確立の成功的な完了を確認するために使われるＲＲＣ連結セットア
ップ完了（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）メッセージ
をネットワークに送る（Ｓ５３０）。
【００９３】
　ＲＲＣ連結再確立もＲＲＣ連結確立と同様に実行される。ＲＲＣ連結再確立は、ＲＲＣ
連結を再確立することであり、ＳＲＢ１動作の財施作、セキュリティの再活性化、ＰＣｅ
ｌｌ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｅｌｌ）の設定と関連する。端末は、ＲＲＣ連結再確立を要求
するＲＲＣ連結再確立要求（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｅｓｔａｂｌｉｓｈｍ
ｅｎｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージをネットワークに送る。ネットワークは、ＲＲＣ連
結再確立要求に対する応答としてＲＲＣ連結再確立メッセージを送る。端末は、ＲＲＣ連
結再確立に対する応答としてＲＲＣ連結再確立完了メッセージを送る。
【００９４】
　図６は、ＲＲＣ連結再設定過程を示す流れ図である。ＲＲＣ連結再設定（ｒｅｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎ）はＲＲＣ連結の修正に使われる。これはＲＢ確立／修正（ｍｏｄｉ
ｆｙ）／解除（ｒｅｌｅａｓｅ）、ハンドオーバ実行、測定セットアップ／修正／解除す
るために使われる。
【００９５】
　ネットワークは、端末にＲＲＣ連結を修正するためのＲＲＣ連結再設定（ＲＲＣ　Ｃｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを送る（Ｓ６１０）。
端末は、ＲＲＣ連結再設定に対する応答として、ＲＲＣ連結再設定の成功的な完了を確認
するために使われるＲＲＣ連結再設定完了（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）メッセージをネットワークに送る（Ｓ６２０
）。
【００９６】
　図７は、端末情報を報告する過程を示す流れ図である。
【００９７】
　ネットワークは、端末に端末情報を獲得するための端末情報要求（ＵＥ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージを送る（Ｓ７１０）。端末情報要求メッセージ
は、端末がランダムアクセス過程及び／または無線リンク失敗（ｒａｄｉｏｌｉｎｋ　ｆ
ａｉｌｕｒｅ）に対する情報を報告するか否かを指示するフィールドを含む。端末情報要
求メッセージは、端末がログされた測定（ｌｏｇｇｅｄ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を報
告するか否かを指示するフィールドを含む。
【００９８】
　端末は、端末情報要求により要求された情報を含む端末情報応答（ＵＥ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）メッセージをネットワークに送る（Ｓ７２０）。
【００９９】
　以下、ＭＤＴ（Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｉｎｇ　Ｔｅｓｔｓ）に対
して説明する。
【０１００】
　ＭＤＴは、カバレッジ最適化（ｃｏｖｅｒａｇｅ　ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）のため
に事業者が自動車の代わりに端末を用いてテストすることである。カバレッジは、基地局
の位置、周辺建物の配置、及びユーザの利用環境によって変わる。従って、事業者は、周
期的にドライビングテスト（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｔｅｓｔ）をすることが必要であり、多く
の費用とリソースが所要される。ＭＤＴは、事業者が端末を用いてカバレッジを測定する
ことである。
【０１０１】
　ＭＤＴは、ログされた（ｌｏｇｇｅｄ）ＭＤＴと即時（Ｉｍｍｅｄｉａｔｅ）ＭＤＴと
に分けることができる。ログされたＭＤＴによると、端末がＭＤＴ測定を実行した後、ロ
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グされた測定（ｌｏｇｇｅｄ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を特定時点にネットワークに伝
達する。即時ＭＤＴによると、端末は、ＭＤＴ測定を実行した後、報告条件が満たされる
時に測定をネットワークに伝達する。ログされたＭＤＴは、ＲＲＣアイドルモードでＭＤ
Ｔ測定を実行するが、即時ＭＤＴは、ＲＲＣ連結モードでＭＤＴ測定を実行する。
【０１０２】
　図８は、ＭＤＴを実行する過程を示す。
【０１０３】
　ＭＤＴは、ＭＤＴ設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）８１０、ＭＤＴ測定（ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ）８２０、及びＭＤＴ報告（ｒｅｐｏｒｔ）８３０の順に進行される。
【０１０４】
　ＭＤＴ設定は、ＲＲＣメッセージであるログされた測定設定（ｌｏｇｇｅｄ　ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを介してネットワークから端
末に送信されることができる。端末は、ＲＲＣ連結モードでＭＤＴ設定を受信することが
できる。ＲＲＣモードがＲＲＣアイドルモードに転換（ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ）されても
ＭＤＴ設定は維持され、これによってＭＤＴ測定結果も維持される。
【０１０５】
　ＭＤＴ設定は、ロギング周期（ｌｏｇｇｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）、基準時間（ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　ｔｉｍｅ）、領域設定（ａｒｅａ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）のう
ち少なくともいずれか一つを含むことができる。ロギング周期は、測定結果を格納するた
めの周期（ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ）を意味する。基準時間は、端末がログされた測定を
送る時、基準時間として知らせるために使われる。領域設定は、端末がロギング（ｌｏｇ
ｇｉｎｇ）を実行するように要求される領域を意味する。
【０１０６】
　ＭＤＴ設定に基づき、端末は、ＭＤＴ測定を実行する。例えば、ＭＤＴ設定内のロギン
グ周期毎にＭＤＴ測定を実行することである。
【０１０７】
　測定値は、ＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗ
ｅｒ）、ＲＳＲＱ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉ
ｔｙ）、ＲＳＣＰ（ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｓｉｇｎａｌ　ｃｏｄｅ　ｐｏｗｅｒ）、Ｅｃ／
Ｎｏのような当業者によく知られた値が使われることができる。
【０１０８】
　端末は、ＲＲＣ連結モードでログされた測定をネットワークに送る。ログされたＭＤＴ
で、端末は、ＲＲＣアイドルモードで測定をログする。また、再びＲＲＣ連結モードに進
入した端末は、ログされた測定をネットワークに送る。
【０１０９】
　ログされた測定は、可用なサービングセル測定の測定結果、可用な周辺セル測定の測定
結果、時間情報及び位置情報（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のうち少な
くともいずれか一つを含むことができる。
【０１１０】
　ＭＤＴ報告のために、図７の端末情報報告過程が使われることができる。ネットワーク
は、端末にログされた測定の報告を指示するフィールドを含む情報要求を送る。端末は、
ログされた測定を含む情報応答をネットワークに送る。
【０１１１】
　ＭＤＴ測定の結果であるログされた測定は、端末には不必要なデータである。サービン
グセルがＭＤＴをサポートしない、或いはネットワークが過負荷された（ｏｖｅｒｌｏａ
ｄｅｄ）時、端末は、ログされた測定をメモリに長期間保管するようになる。ログされた
測定のため端末のメモリ管理に影響を与えることができる。
【０１１２】
　図９は、本発明の一実施例に係るログされた測定を廃棄する方法を示す流れ図である。
【０１１３】
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　端末は、ネットワークからＭＤＴ設定を受信する（Ｓ９１０）。端末は、サービングセ
ルとＲＲＣ連結が確立されているＲＲＣ連結モード（ＲＲＣ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｍｏ
ｄｅ）である。ＭＤＴ設定は、ロギング周期（ｌｏｇｇｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）、基
準時間（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｔｉｍｅ）、及び領域設定（ａｒｅａ　ｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ）のうち少なくともいずれか一つを含むことができる。
【０１１４】
　ＭＤＴ設定を受信し、端末は、有効性タイマ（ｖａｌｉｄｉｔｙ　ｔｉｍｅｒ）を開始
する（Ｓ９２０）。有効性タイマは、ＭＤＴ設定の寿命（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ）を示す。
有効性タイマの値は、ＭＤＴ設定に含まれることができる。この値をロギング区間（ｌｏ
ｇｇｉｎｇ　ｄｕｒａｔｉｏｎ）という。端末がＭＤＴ設定を受信すると、端末は有効性
タイマの値をロギング区間にセッティングし、有効性タイマを開始する。
【０１１５】
　端末は、ＲＲＣアイドルモードに転換し、有効性タイマが動作中、ＭＤＴ設定に基づい
て測定をロギング（ｌｏｇｇｉｎｇ）する（Ｓ９３０）。
【０１１６】
　有効性タイマが満了されると、端末は、ＭＤＴ設定を廃棄し（ｄｉｓｃａｒｄ）、保存
タイマ（ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　ｔｉｍｅｒ）が開始される（Ｓ９４０）。端末は、
ＭＤＴ設定を除去し、ＭＤＴ測定を中断する。然しながら、ログされた測定は、維持され
る。保存タイマは、ログされた測定の寿命を示す。
【０１１７】
　保存タイマが満了されると、ログされた測定が廃棄される（Ｓ９５０）。保存タイマが
動作中、ログされた測定の報告要求が基地局から受信されると、端末は、ログされた測定
を報告することができる。
【０１１８】
　保存タイマの値は、固定されることができる。例えば、保存タイマの値は、４８時間で
ある。または、保存タイマの値は、ＭＤＴ設定に含まれ、基地局が端末に知らせることが
できる。
【０１１９】
　新たなＭＤＴ設定が受信されると、新たなＭＤＴ設定に更新され、有効性タイマも再開
始する。また、以前に設定されたＭＤＴ設定によってログされたＭＤＴ測定も廃棄される
。
【０１２０】
　ＭＤＴ設定が廃棄された後、ログされた測定は、保存タイマが満了される時まで維持さ
れる。２ステップに、ＭＤＴ設定とログされた測定が順次廃棄される。ＭＤＴ設定を廃棄
させてＭＤＴ測定によるバッテリ消耗を減らす。ＭＤＴ測定を中断した後、ログされた測
定を維持させ、ネットワークがログされた測定を受信することができる機会を確保するこ
とができる。
【０１２１】
　図１０は、本発明の一実施例に係るログされた測定を廃棄及び報告する方法を示す流れ
図である。
【０１２２】
　端末は、ネットワークからＭＤＴ設定を受信する（Ｓ１０１０）。端末はサービングセ
ルとＲＲＣ連結が確立されているＲＲＣ連結モードである。
【０１２３】
　ＭＤＴ設定を受信し、端末は有効性タイマを開始する（Ｓ１０２０）。
【０１２４】
　端末は、ＲＲＣアイドルモードに転換し、有効性タイマが動作中、ＭＤＴ設定に基づい
て測定をロギング（ｌｏｇｇｉｎｇ）する（Ｓ１０３０）。
【０１２５】
　有効性タイマが満了され、ＭＤＴ設定は廃棄されて保存タイマが開始される（Ｓ１０４
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０）。端末は、ＭＤＴ設定を除去し、これ以上ＭＤＴ測定を実行しない。有効性タイマが
ＲＲＣアイドルモードで満了されることを示しているが、有効性タイマが満了される時点
に制限があるものてはない。
【０１２６】
　端末は、基地局とＲＲＣ連結を確立／再確立／再設定してＲＲＣ連結モードに進入する
（Ｓ１０５０）。
【０１２７】
　端末がＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ連結モードに転換することによって、ロギング
指示子をネットワークに送る（Ｓ１０５５）。ロギング指示子は、ログされた測定の可用
性（ａｖａｉｌａｂｉｌｉｔｙ）を指示する１ビット指示子である。端末はアイドルモー
ドでＭＤＴ測定を実行し、連結モードに進入し、ログされた測定があるか否かをネットワ
ークに知らせる。
【０１２８】
　端末は、ＲＲＣ連結が確立されたり、ＲＲＣ連結が再確立（ｒｅｅｓｔａｂｌｉｓｈ）
されたり、ＲＲＣ連結が再設定（ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）される時、ロギング
指示子をネットワークに送ることができる。例えば、図５のＲＲＣ連結過程が実行される
時、ロギング指示子は、ＲＲＣ連結セットアップ完了メッセージに含まれることができる
。図６のＲＲＣ連結再設定過程が実行される時、ロギング指示子は、ＲＲＣ連結再設定完
了メッセージに含まれることができる。
【０１２９】
　ロギング指示子に基づいてログされた測定があることを知ったネットワークは、ログさ
れた測定の報告を要求する情報要求を端末に送る（Ｓ１０６０）。端末は、ログされた測
定を含む情報応答をネットワークに送る（Ｓ１０７０）。
【０１３０】
　保存タイマが満了されると、ログされた測定が自動的に（ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓｌｙ）
廃棄される（Ｓ１０８０）。
【０１３１】
　図１１は、本発明の実施例が具現される無線装置を示すブロック図である。この装置は
図９乃至図１０の実施例で端末の動作を具現する。
【０１３２】
　端末５０は、プロセッサ５１、メモリ５２、及びＲＦ部（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙｕｎｉｔ）５３を含む。プロセッサ５１は、提案された機能、過程及び／または方法
を具現する。プロセッサ５１は、ＲＲＣ連結モードとＲＲＣアイドルモードとの間を転換
し、ＭＤＴ設定に基づいてログされたＭＤＴを測定する。メモリ５２は、プロセッサ５１
と連結され、ＭＤＴ設定とログされた測定を格納する。前述した図９乃至図１０の実施例
は、プロセッサ５１とメモリ５２により具現されることができる。
【０１３３】
　ＲＦ部５３は、プロセッサ５１と連結され、無線信号を送信及び受信する。
【０１３４】
　プロセッサは、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒ
ａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路及び／またはデータ処理装置
を含むことができる。メモリは、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ
（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、メモリカード、保
存媒体及び／または他の保存装置を含むことができる。ＲＦ部は、無線信号を処理するた
めのベースバンド回路を含むことができる。実施例がソフトウェアで具現される時、前述
した技法は、前述した機能を遂行するモジュール（過程、機能など）で具現されることが
できる。モジュールは、メモリに格納され、プロセッサにより実行されることができる。
メモリは、プロセッサの内部または外部にあり、よく知られた多様な手段でプロセッサと
連結されることができる。
【０１３５】
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　前述した例示的なシステムで、方法は、一連のステップまたはブロックで順序図に基づ
いて説明されているが、本発明は、ステップの順序に限定されるものではなく、あるステ
ップは、前述と異なるステップと異なる順序にまたは同時に発生することができる。また
、当業者であれば、順序図に示すステップが排他的ではなく、他のステップが含まれたり
、順序図の一つまたはその以上のステップが本発明の範囲に影響を及ぼさずに削除可能で
あることを理解することができる。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】
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